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５月 18日（火）に第１回学年総会が開かれました。事前に各クラスで話し合って臨んだ今回の総

会。まず、今年度の３学年スローガンについて学年全体で意見を出し合いました。 

学年生徒会本部の提案は『青超（せいちょう～）つかめ 青春！最強にして最高の青達～』でし

た。メインテーマのスローガンである「青超」には「今までの自分たちを超える。（成長する）」・「歴

代の青学年の頂点に立つ。」という意味が込められています。また、サブテーマ「つかめ青春！最強

にして最高の青達～」には、中学校生活最後の１年、「１７８人の最強にして最高な仲間たちと青春

する＝全力で取り組む、そして、青学年らしい春（卒業）を迎える」ことを目標にしたいという思

いが込められています。 

この提案をもとに、以下のような意見が出されました。 

・「『青超』の『超』は『頂』という字の方が、自分たちが１年生のときからめざしてきたものに

近いと思うので『頂』という字ではどうだろうか。」 

・「『超』という文字の方が、『限界がない』というイメージを持つことができるので、『頂』とい

う文字よりも私たちのスローガンとしてふさわしいのではないか。」 

・「両方の意見を生かす意味で『超青頂』はどうだろうか。」 

大きくわけて、この３つの意見が出され、各クラス、班ごとに話し合いを行いました。その中で、

それぞれの意見の良さを理解するとともに、自分たちは「何を目指して、どのように頑張っていき

たいのか」を考えている生徒も多く、その姿に確かな成長

を感じました。勝ち負けの議論ではなく、「中学校生活の集

大成として、よりよい学年をめざしたい、そして、そのた

めのスローガンをしっかり考えて、仲間に自分の思いを伝

えたい」という気持ちのあふれた学年総会となりました。 

 今回は、１時間という時間の中では語りつくせず、再度

話し合いをもつことになりました。学年総会後「もっと話

し合いたかった。」「みんな『なるほど』と思う意見を言っ

ていた。」など、前向きな意見を聞くことができて、うれし

く感じました。近日中に、学年総会の続きを実施する予定

です。一人一人の意見を生かしたスローガンを楽しみにし

たいと思います。 

 

   
 ５月１０日（月）に３年生になって初めてのテストである「到達度確認テスト」が実施されました。 

３年生ということもあり、テスト中に今までよりも何度も見直しをするなど、粘り強く取り組む姿が見

られました。５月２６日（水）には到達度検査（中間テスト）が実施されます。すでに範囲表、取組表

も配布されています。取組表を見ると、多くの生徒が計画的に取り組んでいる様子が伺えます。「受験は

団体戦」と言われるように、学年全体で勉強しようという雰囲気をつくることが大切です。学年生徒会

でも、自主学習ノートの提出を呼びかけています。 

第１回学年総会、スローガンについて熱く話し合いました！ 

学年総会号 



 

 

 委員会活動が始まりました！ 
５月６日（木）に全校委員会集会が開かれました。この集会に向

けて、事前に 3年生のみの集会を開き、「押原中学校での生活を豊

かにするために、私たちの委員会では何ができるか」を話し合い

ました。どの委員会も、さまざまなアイデアを出し合い、今年の目

玉活動を決めることができました。その後開かれた全校での委員

会集会では、話し合った内容を全体に提案するとともに、1，2 年

生の意見も取り入れながら活動内容を決定し、活動が本格的に始

まりました。 

美化環境委員会では、さっそくプラ

ンターにひまわりの種をまき、保健委員会では、新型コロナウイルス

感染症予防のための放送を入れました。また、選挙管理委員会では、

「生徒会について」のアンケートを実施し、図書委員会では、生徒に

よる貸し出しを開始しました。応援委員会では、今まで男子だけだっ

た委員会に女子も入り、応援に新しい形を取り入れています。すべて

の委員会で、今までの活動内容を受け継ぎながらも、そこにより活発

になるような活動を仕組んでいることが伝わってきます。3 年生が自分たちの押原中学校のため

にできることをしようと考えている姿を頼もしく思います。 

                             

 

   修学旅行の奈良の学習は、「仏像」に入りました。東大寺の大仏・四天王、興福寺の阿修羅像・金剛

力士像など、仏像の宝庫である奈良。奈良時代から鎌倉時代にかけて生きた人々が、どのような思い

で「仏像」の前に立ったのか、また、「仏像」にはどのような祈りが込

められているのかなど、想像することで、その時代の人々と向かい合

うことができるように感じます。今回の修学旅行を通して、昔の人々

と時を越えてつながる時間を味わってほしいと思います。 

    さて、美術の授業でも「仏像の鑑賞」をしました。美術資料集の写

真を見ながら、興味をもった仏像を描き、表情や様子、描いた感想を

レポートにまとめるという授業でした。その中で、「選んだ仏像がどの

ような言葉を発するか、想像して書きましょう。」という問いがありま

した。この問いに対して、生徒たちは、 

「迷うことはない。しっかり歩け！」「落ち着いて物事を考えましょ

う。」「あせってはいけません。」「自分の行動に気をつけること」「どう

したら人々を救えるだろう・・・。」 

など、その仏像から受ける印象をもとに想像していて、大変興味深く感じました。６月には学年生徒

会本部を中心に、修学旅行のしおりづくりに入っていきます。コロナ禍ではありますが、実りある修

学旅行にしていきたいと思います。 

   

  有価物回収 ご協力よろしくお願いいたします！ 
  すでに各地区の回覧でご存じのことと思いますが、５月２９日（土）に有価物回収が行われます。 

 今回の有価物回収は、 

  〇古紙・・・新聞、広告、本、雑誌、段ボール、牛乳パック 

  〇缶類・・・アルミ缶、スチール缶 

 の２種類のみとなります。 

  例年保護者の皆様をはじめとする地域の皆様のご協力、ご支援大変ありがたく思います。     

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 


